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11月も半ばを過ぎ、日増しに寒さが厳しくなってきましたが、生徒諸君は先日より始まった第3期考査に勤しん
でいるところです。先月末より今月にかけて、鹿商祭や「秋の互市」、「駅からハイキング」、「GIAHSツーリズム研
修」など、大きなイベントを実施し、生徒と先生が一丸となって取り組んできました。今号では、鹿商生の「実りの秋
・収穫の秋」を紹介します。

１０月２８日（土）に「鹿商祭」を実施しました。本年度は４年ぶりに一般公開を行い、保
護者の方や地域の皆様をお迎えして、盛大に開催することができました。また、第２回オープ
ンスクールも同時開催し、中学生の皆さんにも楽しい一時を過ごしていただきました。当日は、
本校の目玉である全校制作「巨大モザイク壁画」のお披露目から始まり、体育館をメイン会場
として、軽音楽部や有志によるステージ発表、生徒会企画、家庭部・芸術部・数学科による制
作物の展示、各クラスの企画（レクリエーションや販売等）などが行われました。また、ＰＴ
Ａの皆さんからは「愛の開運豚汁」が振る舞われ、充実した一日を過ごすことができました。
生徒と先生が知恵を出し合い、力を合わせて創り上げた文化祭でした。「文化」とは「人がそ
の営みで形成した物心両面の成果」です。目に見える「もの」だけではなく「心の成長」も含
んでいます。今回の取組を礎とし、来年度の鹿商祭がさらに活気溢れるものとなるよう、１・
２年生の皆さんは頑張っていきましょう。３年生の皆さん、生徒会役員・文化祭実行委員の皆
さん、お疲れ様でした。

１１月１０日（金）～１２日（日）に鹿島台「秋の互市」が開催されました。
期間中は多くの方が来場し、かつての賑わいをみせていました。本校の出店参加は
コロナ禍の影響もあり４年ぶりとなりましたが、２年生を中心に商業科の学習で学
んだ知識・技術を生かし、ウェルファムフーズ株式会社のブランド鶏肉「森林ど
り」の販売を行いました。前年度より同社の皆さんとともに「森林どり」の知名度
向上を図るための手立てを考え、１０月にはＳＮＳ上でＣＭ動画を配信するなど、
プロジェクトを進めてきました。互市期間中は、商品販売を通してその効果を検証
しました。３日間の売り上げは予想を大きく上回り（土・日は完売）、手応えを十
分つかむことができました。また、初日には会場各所でアンケート調査も行い、来
客者の年齢層やニーズなど調査し、互市の魅力をさらに高めるためのサンプルも収
集しました。今後も専門的学習の成果を実践し、さらに活動に広がりと深みが増す
よう磨きをかけていくことを期待します。
１１月１０日（金）には３年生７名が、ＪＲ東日本との共同企画「駅からハイキ

ング」を実施しました。本年度は県内外から７名のお客様をお迎えし、鎌田記念ホ
ールや鹿島台小学校校門、鹿島台神社、互市会場を案内しました。本活動に向けて
１０月に鹿島台歴史研究会の皆様より事前にレクチャーをしていただきましたが、
当日は学習の成果を十分に生かし、参加者の皆様に鹿島台の魅力を伝えることがで
きました。また、同日には２年生７名が大崎市農政企画課「ＧＩＡＨＳツーリズム
研修」のツアーガイドを行い、大崎市と周辺の町職員等を対象に「鹿島台・田尻コ
ース」を案内しました。本コースでは互市会場の他、明治潜穴公園や吉田川サイフ
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ォン、加護坊山、蕪栗沼などを巡り、世界農業遺産「大崎耕土」の歴史や自然に触れていただきました。

１１月１日（水）2年生を対象 １１月６日（月）に南郷中学校で中学
に薬物乱用防止教室を実施しまし ２年生を対象にマナー講習会を実施しま
た。本年度は、横浜税関仙台塩釜 した。本講習では、職場実習を控えた中
税関支署の皆さんを講師として、 学生に対して、同中学校出身の生徒が実
不正薬物や人体への影響、社会的 習に向けての心構えや職場で求められる
問題に関する講話の他、不正薬物 ビジネスマナー（身だしなみ、礼法）を
探知装置（TDS装置）によるデ レクチャーしました。
モンストレーションを行いまし
た。不正薬物の使用は、自身の健康問題にとどまらず、家族や対人
関係などの問題や重大な事件・事故などにつながります。正しい知
識を身に付け、正と不正を正しく見極め、誰もが幸福な人生を送る
ことができるよう、生活していきましょう。

サッカー部・バドミントン部の新人大会 出場者の感想を紹介します。
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◆今後の主な行事（予定） ＦＡＸ ０２２９－５６－２４６１

１２月 ６日（水） ①～④地域学習（２学年）
１２月１２日（火） 修学旅行（２学年） ※ １５日（金）まで

※ ホームページは

①～④地域学習（１学年）
こちらから →

１２月１５日（金） １学年進路ガイダンス（⑤⑥校時）
１２月１７日（日） 全商英語検定・全商ビジネスコミュニケーション検定

https://kasimadai-ch.

１２月２２日（金） 全校集会
myswan.ed.jp/

１２月２４日（日） 冬季休業期間（１月７日（日）まで）
１月 ９日（火） 全校集会・新生徒会認証式

マナー講習会では、中学生に実演をしながらビジネスマナーを教えました。初めて人前

に立って教えたので、すごく緊張しましたが、しっかりできたのでよかったです。今回中学

生の皆さんに教えたことは、将来の進路活動で必要になってくるので、忘れずに活かして

もらえたらいいなと思います。久しぶりに母校に行ったのでとても懐かしく、お世話になっ

た先生とも会えたので嬉しかったです。中学生の皆さんは、声が大きく、みんなすれ違う時

に挨拶をしてくれたので、誇らしく思えました。 （３年２組 真壁諒さん）

今年は合同チームの一員として頑張りました。前日は先生にも練習をみてもらい、しっかりとしたコンディションがとれたと思います。大会当日は、アップか

ら気持ちを入れ、コートに入りました。試合前の練習ではシュートやディフェンスの確認をして時間を有意義に使いました。スターティングメンバーからは外

れましたが、前半の戦況をよくみて後半途中で試合に出ました。対戦相手の白石高校は攻めの気持ちが強く、ボール回しもうまいチームでした。左サイドハ

ーフで味方がボールをもったら、ライン際に展開し、クロスをあげましたが、プレーがかみ合わず得点には至りませんでした。結果は負けてしまいましたが、

悔しい気持ちをエネルギーに変え、次の試合では勝てるように日々に練習を頑張りたいと思います。（２年２組 小高魁斗さん）

新人大会の初戦は緊張しましたが、チームの応援と励ましのおかげで自信を持つことができました。相手は非常に強い技術を持つ選手でしたが、全力で戦い、一瞬たりと

も引き下がることはありませんでした。バドミントンはスピードと正確性が求められる競技です。ネット越しの素早いシャトルのやりとりは毎回ドキドキさせられる瞬間です。ま

た、相手の動きを読み、素早く反応する必要があります。このスポーツは体力だけではなく、集中力や戦略性も必要だと痛感しました。今回の大会では自身の技術や心構え

についても気付くことができたため、次の大会に向けて更なる練習に励む覚悟ができました。このことは、バドミントンに限らず、人生においても役立つことと思います。挑戦

する気持ちやチームワークの大切さなど、試合を通して得た教訓を今後の生活に活かしていきたいと思います。（２年２組：皆川漣さん）

私たちは１１月４日に鎌田記念ホールで行われた新人大会に参加しました。女子は人

数不足のためオープン参加となりましたが、ダブルス２組が出場することができました。

結果はいずれも悔しい結果となりましたが、初めての新人大会としては、全力で取り組む

ことができました。大会を通して、小さなミスやフットワーク、ローテーションに課題がある

ことがわかったので、次回の大会に向けて、日々の練習に力を入れていきたいと思いま

す。今後の目標は、男女とも一試合でも多く勝利を収めることです。

（１年１組：佐藤愛音さん）

私たちは１１月１０日にツアーガイドを行いました。コースとして、まず初めに互市へ行き、参加者に体験していただきました。次に明治潜穴や吉田川サイフォン、品井沼遊水地を

巡り、ガイドしました。その後もそば打ちを体験するなど、ふだんできないことができたので良い経験となりました。午後は加護坊山、蕪栗沼などを巡りました。特に蕪栗沼では、無

数のマガンが飛んでいるところを初めて見たので感動しました。バスガイドをするのは初めてでしたが、良い経験になりました。活動で学んだことを活かし、今後も本プログラムに

取り組んでいきたいと思います。（２年２組 須藤四葉さん）

私は１１月１０日に行われた「駅からハイキング」に参加しました。本年度は県

内外から７名のお客様に参加いただき、鹿島台の歴史や魅力を伝えました。当

日に向けて、事前にハイキングルートの確認や見どころのポイントなどの学習に

取り組みました。当日は、鹿島台駅から鎌田記念ホール、鹿島台小学校、上戸公

園、鹿島台神社、互市の順で散策しました。事前に学習をしていましたが、各所

で魅力を伝えるのが難しかったです。私は１７年間鹿島台で生活していますが、

この活動を通して新たに発見したこともありますし、何より参加者の皆さんに喜

んでいただけたので、良い機会となりました。これからもこの取組が本校の名物

企画として発展していくことを願っています。（３年２組 鈴木蒼來さん）
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